
事務事業事後評価シート[平成27年度事業]

1 基本情報

■事 業 の担 当課 生活環境部クリーン推進課     |■ 担当係 |ごみ減量係

■評 価事 業 名 称 資源ごみリサイクル事業

■事 業開 始 年 度

■評価事業コード 030300 ＾
０

＾
０

０ 日会計区分 |一般会計

のけ」づ舗
置岨

■政策 04 美しい環境と心を守り育てるまちづくり

■基本施策 02資源循環型社会の形成

■施策 03 リサイクルの推進

■事 業 の 類 型 05ソフト事業 (任意 ) ■政策 業務区分 1 政策

■法令の根拠区分 法令に定めはあるが任意の自治事務

口法 令等 の名 称
容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律

■関連計画の名称
北上市環境基本計画、北上市ゴミ処理基本計画

■雷
業  の

的 と 概 要

住民のリサイクル意識の高揚。可燃・不燃ごみの減量。職員による委託業者との連絡調
整、収集の広報、分別の啓発。委託業者は、資源ごみステーションを収集車で巡回し、種
男1ごとに収集する。収集したごみは委託している民間の中間処理施設へ運搬する。

2細事業の活動実績情報

警董露  鶏壽康   事業の対象      平成 27年度事業計画         平成 2フ 年度事業量実績

01 資源ごみ収
集運搬

市民 資源ごみステーション数 381箇所 (2
月末)資源ごみ量 4.0011t民 間業者での
拠点回収が浸透してきたため新聞 雑
誌の落ち込みが大きく、分別収集計画と
の乖離が発生してきたため、実績値で
算出。

資源ごみステーション数 332箇所資源
ごみ量 3777■ 缶 紙バックの落ち込
みが大きい

02 資源ゴミ加エ
保管

市民 資源ごみステーション数 381箇 所 (2
月末)カロエ保管量 4,000t民間業者で
の拠点回収が浸透してきたため新聞
雑誌の落ち込みが大きく、分別収集計
画との乖離が発生してきたため、実績
値で算出。

資源ごみステーション数 382箇 所加エ
保管量3 777Jt

03 資源ゴミ再商
品化

市 民 再資源化量1600t(その他色のびんに
ついては、増加傾向にあるものの、茶び
んの落ち込みがあり、総量として横ばい
の傾向であるため。)

資源ごみステーション数 382箇所再資
源化量1.25145t(再 資源化品目:び

ん、PET、 その他プラ)

3投入コスト情報 (単位 :千 円)

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

直 接 事 業 費 100,546 99,596 108314 108,513

人 件 費 4.013 1,450 921 968

その他 (公 債費
減 価 償 却 費 等 )

フ ル コ ス ト 104,559 101,046 109,235 109,431

4評価指標等の状況
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事務事業事後評価シート[平成27年度事業]

リサイクル率 ごみ総量に対する資源ごみ
の量

資源ごみの量

5事後評価 (「政策」事業類型56のみ )

達成状況の分析

不燃こみ及び資源ごみが減少している中、可И
ごみが増えているため、ごみ総量は、横ばいで
推移しているが、資源ごみ量が減少傾向である
ため リサイクル率は低下している.
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■事業の見直し方策

問題点 課題隼

がしつかりとなされず 資源ごみが他の可燃ごみ
と混在し、可燃ごみとして

"1出

されることが依然
として見受けられる。

0大きな不利益やリスクカ
'生

じる

()ある程度の不利益やリスクが生じる

o不利益やリスクま小さい

県 民間との競合関係の有無

0類似の事業はない

()類似の事業はあるが競合はない

0類似の事業があり競合する

施策の改善需要度(市民意識調査),

0順位が高い

● 順位が中程度

● 順位が低い

施策の優先度(市民意識調査)

01原位が高い

01原位が中程度

o順位が低い

実施主体の代替性

(〕 民間委託等の拡充は難しい

o民間委託等の拡充が十分に可能

● 全部委託や実施主体の移行が可能

〔)先進的またはユニークな事業である

o他と同程度の事業である

o遅れている事業である
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